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ラトナーカラシャーンティ『経集解説・宝明荘厳論』和訳(4)（望月海慧）
あろう」と述べることは、「行ってしまうだけである」と過失が述べている。
｢そうではなく、忍を得ない罪過を行う者たちがそのように認められるだけで
ある。残りは理由概念が成立しないもので、もし忍を得ていなくても、法に随
入する者たちは悪趣に行くことにならない」と説くことが、「忍を得ていない
者も」と言われる。その如くなので忍を得なくても、法通りにも行わなければ、
自在天の住処は許されず、そこで修行することにより過失の業の根本過犯が生
73
じるので、「この甚深なる教えが減して、ともなった後に裂けるであろう」と
言われる。他の者たちは、「もし王が施陀羅になるならば、それに続いて他に
入るので、戒が捨てられ、『地蔵十輪経』が沈み、『その随入により悪趣に行く』
と経典自身が認識根拠とされる」とも主張する。 「どのように解脱しようか」
とは、「解脱しないだけである」と言う意味である。
そのように許される者と許されない人の区別を説いてから、今度は許される
人が続けて成就する方便を説いたのが、「何らかの信の力による鎧を着る」な
どと説かれている。前に根本過犯の罪過を説いたそれ自身から退く法をともな
うことが、その対治によるもので、誤った成就を捨てることなので、続けて成
就する在り方である。それに対する信は、信頼などである。それ自身に対立す
る方向により押しつけられないので「力」と言われる。「鎧」とは、精進であ
る。どの如くなのかと言えば、王の最初の過犯の根本の対治が、「三宝への多
くの信」と言われ、ここで多くの信は三種の修習である。第二の根本過犯の正
法を捨てる対治が、「三乗の出離の法を捨てず」などと言われる。三番目の沙
門に依る根本過犯の対治が、「戒をともなう者と破戒の者に対しても傷つけず」
などと言われる。無間罪である根本過犯の対治は、「僧と塔の実体を奪わない」
などと言われる。「享受を奪う」とは、無間罪と近いものであり、それを捨て
ることで「無間罪がどこかで滅する」と対治として説いたものである。 「退く」
73後半部分は、『経集』には見当たらない。
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とは、「さらにまたそのように続いて把握すれば自分自身がどこかで減する」
と言う意味である。邪見の対治は、正見である。それ故に最初に正見を生じる
原因である正しい人に依存することが、三乗を努力する比丘たちに頼り、敬う
ことである。二番目の正法を聞くことは、「三乗の出離の法の話を聞く」と言
われる。三番目の正しい在り方の通りに作意することは、「どうして聞を損な
うことでできるだけ成就するのかと｣、「本尊を堅固にすることと｣、「衆生たち
が大乗を正しく把握することに入ることと｣、そこで本尊は自分の誓願をとも
なうことと前に説いたものである。さらにそれらを配置することが、周囲の多
くの罪過に合わせた対治を説いたもので、前のように、「多くの衆生も十善業
道を正しく把握することに入り」と説かれているから。その如くならば、正し
い人に依ることなどが、正見が生じる原因であり、それが生じれば邪見は捨て
られるので、これが五つの根本過犯の対治と設定されている。村の制圧などの
対治は、「欺かない心をもつ」と説かれている。村などの制圧は、動く修行で
あるから。その利益を説いたのが、「誤って過犯にならない」と言われる。
74
8．19『地蔵経』
そのように続いて成就の利益を説いたものが、「また同じものに出ている」
と言われる。「善」は前に解説した諸法をともなうことである。「最後の五百年」
とは、十の最後の印のみを把握する時である。「自分」を守るとは、前に解説
した損害に続いて成立する在り方をなすことである。「他」を守るとは、その
ように続いて成立することで国における一切の所作をなすことで、罪過から退
く利益が生じる。「世間の彼岸を守る」とは、天と人の生などである。「説法を
守る」とは、自在天の力などである。「功徳」は、聞などである。「器」とは、
清浄なる戒である。「守る」とは、損なうことなどを退けることである。「行わ
74DaSacα〃、晦虎“γb"s""江.Tib.No.905,Wul74b-175ff.
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ない」とは、奪うことと行うことから退くことである。「行に入らない」とは、
奪うことに入ることと行うことに入ることから退くことである。その利益を説
いたのが、「福徳の漣」と言われる。見えない利益に関しては「福徳の蕊は無
鐘である」などと言われる。「無璽」とは、量がないからである。「無数」とは
数えられないから。「量ることがない」とは、識により吟味されないことであ
る。見える利益は、「長寿」などで、十種の最初により楽の縁を成立させる。
第二のものにより不快な縁を捨てる。享受を離れる過犯から退いているので、
｢完全に育つ」と説かれている。ある者は、「一切の摂義である」とも言う。
75
8.20『月光品』
「与える者」とは、縁を成就する名称である。「施主」とは、布施を与える
者である。それに尽きないので、「天と」などと説かれている。「説かれたもの
を保持する」とは、前の通りである。それによることが、法の障害の対治であ
る。「法の在り方が長い間存続するようにする」とは、法を説くことに頼るこ
となどで法を注釈し解説することである。それにより法を述べることを損なう
ことの対治でもある。「種姓の相続を中断しない」とは、発菩提心を修行する
ことである。「言葉から生じたもの」とは、声聞乗の結果を得る。四諦の法の
解説により結果が得られるから。法から生じたものは独覚乗による結果を得る。
縁起を考察してから結果を得るから。法の変化は大乗による結果を得た菩薩で
ある。結果を得ても明らかになさないから。「他の信」とは、帰依をともなっ
ている。勝義諦は、空性の修習である。では声聞などでもあるのかと言うのな
らば、「正しく完成した」と説かれており、「最高の乗と認められる」と言われ
る。その利益は、「手渡しする」と説かれ、「退かないだろう」と述べられてい
る。その如くならば、境の特殊性から成立した共通な過犯の対治が説かれてい
75"71dPnpmbﾉiapa""αγ".Pggndikaが示すように、漢訳は『月灯三昧経』とする。
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る。共通性と非共通性は何かと言うのならば、王と大臣の根本過犯は他の在家
の者と共通ではなく、境の特殊な沙門を頼る者は、王などでもあるので、共通
なものと設定されている。そのように対立するものと対治をそのように説いた
ものが、おおよそ律儀と関係しないように。
『経集解説』で聖典の認識根拠により合わせてから自在天の住処を得る成就
を説いた。
76
8．21『宝雲経』
そのように対立する方向の障害を捨てる方法が説かれるべきで、それ故に
｢法の成就にとどまろうとする者は心に熟達すべきである」と説かれている。
｢法」は、解説した通りの戒である。「成就」とは、損なわれないことを望むこ
とである。「心」は、念と正智と不放逸である。「熟達する」とは、後から「何
か」と考察する。それらが過去時における過失により損なわれたことが四力に
よる浄化されたことで、現在の罪過は時間を超えないので論理により解説され
る通りであり、未来時の罪過により伝染すると疑われるので、念などを修習す
ることである。「戒は身体などの三つにより護るべきものではないのか。どの
ような場合に心だけに熟達するのか」と言う論難が、 「どのような場合に」と
言われる。「菩薩」と言うことで、発心を損なわずに守ることが説かれている。
それ故に「身体と心の寂静により」と言われ、心が第一であると説かれており、
他に念などがなければ身体などが罪過に入ることになるから。身体などを寂静
にしなければ再び念に入らないであろう。それ故に「身体と」と言われる。そ
のうち身体の寂静は、喧騒などを捨てることである。喧騒たるものは何かと言
えば、ある者は「人の集まりにおいてなす」と言う。ある者は、「この時の考
察をもつことが一つだけでも喧騒の場所である」と言う。「心の寂静」は、欲
76R""α加誠asmm.Tib・P.No.897
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望の考察などを捨てることである。そして念を正しく守ることは、「自分のこ
の心がいかなる善を行うのか」などと言われる。正智を守ることは、「喜びと
随喜と信解が起こされる」と説かれており、「喜び」は、始めの安楽な心であ
る。「随喜」は、真中の感激である。「信解」は、最後に後悔がないことである。
不放逸は「多くの哀痛と分別」で、「多くの哀痛」は反対を捨てることである。
｢考察」は対治の修習である。その如くなので、最初に念により「自分のいか
なる心を行じるのか」と忘れないことである。正智により善を修行し、続いて
後悔などをしないことである。不放逸により善を修行し、罪悪を捨てる。
77
8．22『阿閻世王経』
そのようなその戒は何のためかと言えば、一切相智のためなので、「『阿闇世
王経』にも」と説かれている。願望により行く者たちと怒りにより行く者たち
と恐怖により行く者たちと愚かさにより行く者たちは魔の行境なので「邪魔を
渡得」する。悲心と菩提心をもたないことが、「如来を喜ばない」ことで、悲
心がなければ、衆生を完全に捨てることになるので、それ故に、
ある者が、衆生たちを損なっても、私をどのように頼るのか。それは頼
78
ることを離れている。
と言われるように。菩提心がなくても、如実に知るべきである。事物を見るこ
ともその如くで、後からも、
執事人が宝の塔により三千を満たしても、私は喜ばない。
と言われる。努力しなくてもその如くであり、ここで精進の声は最高の乗を広
げるので、
小乗の法を保持しても、私になすことにはならない。
と言われる。戒と布施と忍が最高となる六波羅蜜を離れることは、諸天は喜ば
77AjamS"7Ws""Tib.P.No.882.
78現時点で、引用典拠の確認はできていない。
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ない。自分の方向を減少するから。他の異門も、六波羅蜜は、諸天が喜ぶ原因
なので、速やかに明らかに成仏するから。「四天王は、鉢を完全に与えて」と
言うのから「梵天は懇願を広げる」と説かれている如く。所縁は善を尽きるこ
となくなす原因であるからであり、廻向もその如くであり、
一切智を把握することは浬桑の究極となる。
と出ており、戻ることと続いて行くことの門から前行と本行と後のものにより
円満になると説かれている。
”
8.23『発勝志楽経』
今度は破戒の原因を捨てることを説いたのは、「説くことを喜ばない」と説
かれている。この同じ経典に次のように、
砂糖黍の外皮には心髄は何もなく、喜ばせる味は内にあり、外皮を食べ
た人は黒砂糖の味やおいしさを領受しない。例えばその外皮の如くは述べ
帥
ることで、味の如くはこれに意味を考えることである。
などと説かれている。「忘れん坊」とは、「記憶を離れる」と言う意味である。
｢如理の作意を離れる」とは、「正智がない」と言うことである。「心の相続が
粗悪になる」とは、「不放逸を離れている」と言うことである。そのように破
戒には三昧と智慧がないので「止と観を完全に捨て」ている。三学を離れてい
るので「正しくはならない｣。内部の苦しみをもつので、「後悔をともなってい
る｣。戒がないから。説法者が戒を破る原因はどの如くかと言えば、真実でも、
しかも言うことが相続を混乱させるものであり、それ故に「念を損なうなどの
縁による」とは、「成就に住さないことである」と説かれている。功徳を受け
ることをなさないので、例えば、
完全な仏が説いたものは、聞のみでは成立しない。ある者は力がなく、
79Ad"nSα軌zsa"zcodn宛as""a.Tib・P.No.760(25),Zil44al-4.
80AdﾉZyaSayaSaraCO血加aS""aoTib.P.No.760(25).
(110)
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大河により急に流された者が渇きにより死んでしまうように、修習されな
81
い法もその如くである。
などと説かれており、前に解説した如くであるから。これにより、業を喜ぶこ
とと、戯論を喜ぶことと、無気力を喜ぶことと、喧騒を喜ぶことと、利得と尊
敬を喜ぶことである。世間の六法を捨てることを説いたものである。
『経集解説』で聖典の認識根拠により合わせてから、戒の波羅蜜はすでに解
説した。
82
8．24『発勝志楽経』
そのように菩提心を起こし、菩薩の律儀を損なわずに守ることをともなう者
が、特別に行く原因を成立させるものに入る。『聖月灯経』に、
閏
成就がなければ、戒の結果が尽きてから堕ちるであろう。
と説かれているから。それ故に最初の成就の利益を説いたものが、「所縁を行
じることに成就はなく」と説かれている。「所縁を行じる」とは、事物を見る
ことで動機づけられた善を行じることである。成就のない者は事物に執着して
から解脱の正しい方法に対して愚かである。それ故に「多聞と」と説かれてい
る。無漏の原因であるから。「内に正しく置く」とは、如理を作意することで
ある。それらは何かと言えば、多聞は、五明処に長けていることである。正し
い在り方の通りに作意することが、想の智慧である。それより勝れたものが修
習で、方便の修習と、智慧の修習と、方便と智慧の一体関係を修習する特徴で
ある。その如くなので、「もし」などと説かれている。では何のかと言えば、
｢もし波羅蜜をともなう」と言われる。「恭敬」とは、尊敬することである。塔
は、大きな福徳の原因と知られるので、「何故かと言えば」と論争してから、
81現時点で、引用典拠の確認はできていない。
82Adﾉ"aSagus""lcoda"aS"ra.Tib.P.No.760(25) Cf.S聡asam"cca",Bendall
1970,pp､113-114.
83"ndmpmdゆasα"zadh"画ねs趣、.．
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道理が「多聞から生じるが」と説かれている。大徳を得ていても、無明と矛盾
する原因ではないので、それと矛盾するものが「聞においてである」と説かれ
ている。それ故に「もし」と言うことで低いものが説かれている。「福徳では
ないもの」が生じることが、低いものに合わされるから。そして聞の利益を説
いたのが、「もし」と言われる。修習の利益を説いたものが、「内に正しく設定
することを努力する」と説かれている。許可は、困難を与えることである。そ
のように明らかに勝れた原因は何かと言う問いが、「それは何故かと言えば」
と考察することを「難しい行為」と説いている。「難しい」とは、輪廻から退
くことに行くから。では「下の乗でもある」と言うのならば、「無上」と説か
れている。輪廻に導くものも正しい商主と認められるから。それ故に「三界の
すべてより特別なものになる｣。一切の商主であるから。「明らかに勝れたもの」
とは、最高になることである。そのような利益をともなう成就は何かと言えば、
成就は三種であって、聞所成の智慧と想所成と修所成の智慧とである。
84
8．25『宝聚経』
その如くならば最初に聞から生じた智慧を起こすので、「また法を成就する
ことが」などと説かれている。「法」とは、ここで聞の智慧をなすことである。
｢成就」は、真実を領受することである。そのうち聞をどのようになすのかと
言えば、一切法は事物として存在しない秋の太陽が分ける虚空の輪のように戯
論の辺際を離れているそのように考察の方便をなすと説かれている。いかなる
方便によるのかと言えば、
清浄な想と円満な行の方便による。そのうち想は四種である。自己を数
えた想ではなく、論争に勝とうとする想ではなく、過失を暴露する想では
なく、それ故に衆生が完全に解脱したと把握して煩悩の敵に勝つ想と、一
84Rα伽α池Sis毎"回.Silkl994,pp.695-696
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切相智性を得ようとする想と、法と法を説くものを尊敬する想により等し
くすべきである。行は三種で、行を空性と大悲をもつ菩提により捉え、鎧
の精進をともなうことと、本行の三輪清浄の六波羅蜜をともない、続いて
不可得により善を完成する菩提を廻向して、そのような方便により等しく
すべきである。
函
と説かれている。これらの特徴としては、『経荘厳』における軌範師アシユヴァ
ゴーシヤによる解説を見るべきである。ここでは経典のみに述べられているの
で最初の行の空性などが、「カーシャパよ」と説かれている。菩提により捉え
ることが、「一切智の大海に入ると認められる｣。空性をともなうので、「愚者
である異生」の地を越えている。悲心をともなうので「声聞と独覚の地」を越
えている。
86
8．26『阿閤世王経』
「鎧をともなう自分の」と言われ、父の行境は「一切相智性」である。経典
に六波羅蜜は、父の行境と解説される。事物の三輪清浄などは、「根本を断じ
ない」と言われる。精進により所作をなすからである。続く廻向が、「一切智
性に廻すから」などと説かれている。「足りていることは知らない」とは、大
海のように満たされないことである。無漏業の完全な行を学んだ者たちが正し
くとどまるので「過失はない」と説かれている。例えば、 「智慧の三種に入る
ことは罪過と微細な過犯から解放されることになる」と説かれている如く。
87
8．27『月灯三昧経』
85S画"極I加極"Chin.T.No.201.Cf.常盤1904,pp.8-27,山田1959,pp.71-72,Hahn
1982b,菅野1998,p.79.Hahnは、この漢訳テキストをクマーララータのものとする
も、ここでは『大荘厳論』の著者は、インドにおいてアシユヴァゴーシャに帰され
ていたという梢報を提供している。岡野潔「KumgralataaKalpang-mandikg
D鰐tantapankti｣(http://homepage3.nifty・com/indology/kumaralata.html)も参照。
86AjamScmsZ"".Tib.P.No.882.
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想は四種である。自分を数えた想によるのではないとは、「成就を求めるの
で」と説かれている。 「等しい心」とは、慈愛などである。それ故に論争に勝
つ想によるのではないなども知るべきで、ここに示し尽くした。自性がどのよ
うなものと聞かれるのかと言えば、五明処を知るべきであると説かれている。
では聖教に一つの在り方で成仏すると説くことと矛盾すると言うのならば、そ
れは意図する意味を説いたものであると知るべきである。どのようにかと言え
ば、鈍根の人を意図し、世間の道に生まれることを意図し、他者を導くことを
意図しているから。また、
鑓
五明処を努力しなければ、最高の聖者も一切智性とならない。
と説かれているものとも矛盾するであろう。それは導く意味であると言う際に、
もし仏説が種々なる意図に入ることで相応しいものであるならば、お言葉の意
味を決定することでどのように他に解説しよう。その如くならば、意味を決定
しても成立せず、とても到達できないものにもなるから。
89
8．28『正法念処経』
その如くなので退ける門から捨てられるべきものを説いたのが、「喧騒の話
を聞くことと」などと言われる。「喧騒の話」とは、考察される諸論書である。
聞いてからは、自分で作った話である。残りは理解しやすくて、これらから意
味となるものを僅かばかり解説しても、大きな意味を損なうので断じられる。
釦
8.29『梵天所問経』
今度は、戒に似たものにより聞くことを解説すべきで、最初の煩悩の対治に
なるべきことが必要なので、論争の想によるのではないことが、「天子」と説
87""dmpmαゆas""a.Tib・P・No.795.
88現時点で引用典拠の確認はできていない。
89Sambamzas加減"Wpas"唾〃αs""a.Tib.P・No.953
90Bmﾉt"taPα”江c”S"tね､Tib､P､No.825．
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かれている。一切法を成立させないことが、事物と見ることを捨てている。事
物は縛る場所であるから。どのように縛るのかと言えば、事物への執着が存在
するならば、我と考察することになり、我が存在するならば、他を知ることで
それから煩悩の辺際が生じることになる。
我が存在するならば、他を知る。他の我を部分から把握し、嫌悪する。
91
これらを普く関係してから、人は普く罪悪の集まりに頼る。
と言われるように。では事物と見ることはいかなる方便により捨てられるのか
と言う「それは何故かと言うのならば」と反対することを努力し精進すること
が分別なので、菩薩の煩悩になり、努力がなく精進を離れることが煩悩を起こ
さないので、「法をなさない」のである。では努力がなければ解脱するのかと
艶
言うのならば、所作を自性と認める場合、そうではない。ここで「努力がな
く、精進がない」と言うことは、事物を成立させる煩悩を捨てることを精進し
ないことである。それは誤っているから。どのようなのかと言えば、もし事物
たるものとして成立するものが存在するならば、それは如何なる方便により除
かれるのか。「成就」とは、自性たるものと認められ、他の自性となることは
理ではない。作られないものであるから。その如く場合に捨てられるべき解脱
の遠離であり、対治が存在しないから。ではどのようなのかと言えば、存在し
ないものを存在すると考察することが顛倒なので、煩悩の罪過を解説し、存在
の考察を離れることが、「迷乱しない智」と言われる。では存在しないものを
考察することによるのかと言うのならば、存在する事物が成立しなければ、い
かなるものも存在しないであろう。それ故に存在しないものを考察しても生じ
ない。辺際が完全に捨てられるから。その如くなので煩悩は、虚妄を事物とし
て成立させず、無分別が楽の自性として存在するそのことが生じれば、顕現に
より闇のように取り除かれるが、他の境に移り、事物と設定される如くではな
91現時点で引用典拠の確認はできていない。
92Pはこの句を欠いている。
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いので、内のある外道の者がその如く主張することが否定されるから。「努力
と精進がない」と説かれている。他の異門も三昧の時に無分別の自性として存
在することが、知恵を起こす原因となるが、他の場合は慈愛などは愚かさと矛
盾する原因ではなくても、「その如く」と述べられる。「なさない」とは、煩悩
を捨てることを努力しないことである。相を作らないことは、対治を起こすこ
とを努力しないことである。それ故に、
ここに除かれるものは何もない。設定されるべきものは僅かもない。真
郵
実性を真実と見る。真実を見れば解脱する。
と説かれている。では無常性をいかなる方便により起こすのかと言えば、分別
に依る。分別自身は何により捨てるのかと言えば、無分別による。それ故に、
斜
所縁に依存してから非所縁が生起する。
と説かれている如く。
95
8．30『発勝志楽経』
96
二番目の一切相智知を得るべきことが必要なので、穫得と恭敬であること
が、「諸法を成就させることを望む」と説かれている。「法」とは、一切相智の
知である。「成就」とは、それを得ることである。「狸得」とは、資具である。
｢恭敬」とは、座を敷くなどである○「完全に捨てるべきである」とは何故にか
と言うのならば、見るものと見える功徳をすべて破壊し、一切の罪過を広げる
から。そのうち功徳は戒などである。罪過は破戒などである。それ故に「愚痴
が起こされる」などと説かれている。「愚痴」とは、ここで正智ではないこと
を意図している。「念の破壊」とは、律儀戒を損なうことである。「我の意味」
93現時点で引用典拠の確認はできていない。
94現時点で引用典拠の確認はできていない。
95Adﾉz"saWsarlcod""s""g.Tib.No.760(25),Zil41a4-b8・Cf.S"asfz"""",
Bendalll970,p.105.
96前述の8.24で説かれた四種の想の第二番目のことである。
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とは、この時の楽である。「動揺を生じさせる」とは、衆生利益をなしてから
損なわれ、他者を欺くことである。「蕊り」などは「高慢」で、それにより功
徳である布施などを起こさず、損なうので、摂善法にはならない。波羅提木叉
を損なうので許されない。十不善を行じるから。菩薩の律儀を損なうので、そ
の「過犯の根本」が負かすような法であるから。物惜しみを起こすので、「先
に恭敬をなす」と述べて、「後になさない」とは、摂受の過失による。心が散
乱するので「禅定と無量が完全に捨てられる｣。無量は、成仏を生じる原因で
あるから。怠惰をともなうので、「ウドラカの行と同じである｣。怠惰は、得た
功徳を損なう原因であるから。怒りが起こされることで働く旗悪は心を損なう
ので、「鰊の如く」であるから。損なわれた智慧は、「泥水」の如くである。無
知は生じる道を妨げるから。異熟果は、地獄などである。ある者は、「煩悩と
随煩悩が起こされるので、念を打ち負かし、職りなどを起こす。困難を越える
ので、許されないことを行う。戒を損なうので、善根をばらまく。見る罪悪は、
後になさない。狸得しない罪悪は、禅定と無量を捨てることである。狸得する
罪悪は、ウドラカの儀軌の如くである。妬みを起こすので疎の如くである。離
れ難いので泥水の如くである」とも言う。
97
8．31『雑阿含経』
一切衆生が救われることを把握するので我に縛られる想ではないことが、
｢それぞれ考察する」と言われる。「それぞれ考察してから」とは、衆生を完全
に解脱させることを対象として行じてからである。 「欲」とは、自分の功徳で
その小さなものを発する想を捨ててからである。退けられる門から職例を導い
たものが、「ニャグローダの樹下で」と言われる。「田舎」とは、市場の家であ
る。賢さが少欲である。「高貴な」とは、柔和な香りである。そのように罪悪
97Sα噸ytlimnmα.Pasadika(XI)は、レファレンスとしてSα噸""Pzi""n(M"-
”〃…),p.191MM"""sW"を指摘する。
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の門から捨てなければならないので「尽きない」と言われ、残虐なものである。
｢侮辱する」とは、特に殺生である。「名声」とは、評判を述べることである。
鯛
8.32『無熱龍王所問経』
法と法を説くものを尊敬しなければならないので、法の戒師の暴露の想によ
るのではないことが、 「狡さと欺くことも完全に捨てるべきである」と述べら
れる。功徳などを得ようとすることを望む意により別の在り方に変わることは
欺くことなので、「狡さ」である。誠実さをなさないので「欺くこと」である。
それ自身を退ける門から説いたのが、「中断すれば」と言われる。「完全に捨て
る」とは、法と法を説く者に対する尊敬が起こされるから。それ故に聖教にも、
｢法に対する薬の想」などと説かれている。追随する門から説いたのが、「基本
も二つで」と言われ、「正直で欺くことがないこと」は秘密の暴露の想による
のではない。
”
8.33『入法界品』
そのように法を聞くそのような在り方により境から何を聞いたのかと言えば、
摂受の特殊性を説いたものが「専心に成就を望む者が」と説かれている。「専
心になす」とは成就の対象をである。摂受してから何のためかと言うのならば、
とても密かになる際に、聖教が最高である。直接知覚と推論が入らないから。
では「菩薩の聴聞は無垢なる威厳をともない、法は山壁と柱と随の中にも生じ
るであろう」と説かれているので、摂受がどのように賞讃されるのかは、清浄
意楽の利益と説かれているけれども、ここで初学者たちは白いものの摂受に頼
らない何れかの方便により入り、自分の行によると言うのならば、清浄意楽を
98A"α〃α麺p"冗aW7可apq7jp?℃chas""Tib.P.No.823,Pu218b7.
99G"z"""ﾉ1as"a.Vaidyal960,pp､363-366,梶山1994,vol､2,pp.310-316.ただし
『経集』では、翅"J'6yw@gbadn"dmlgWf6Jo"℃s”mampαγ〃'αγ""とし、
引用文はGα"“"""has""をまとめたものである。
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求めるだけで考察は自ら生じると前に説いた。そのような際に、どのように適
しようか。僅かな聖教に頼ることなどでもない。例えば、
論理に頼り、不確定で、遍満しない世俗の厭怠をもつものは、愚者に頼
I的
るので、それ故にそれは境ではないと認められる。
と言われるように。聖教はいかなるものを意図しているのかと言えば、そうで
もない。聖教がない論理は、顕現の意味も考察できなければ、とても密かな意
味はなおさらである。聖アサンガも、
101
聖教を考察せずに、論理に諸法は存在しない。
と説かれている。もし考察し、精通する場合に、それ自身によるのかと言うの
ならば、そうでもない。世間の在り方も、
学識は経巻を学ぶことで、師の口からではない。多くの中になく、娼婦
102
の女性の妊娠のように。
と出ており、とても密かな意味に善友はないことが聖教に、
樋をもつことがなければ海岸に至らない。そのように師がいない成就に
1脚
より存在の辺際には至らない。
と説かれているように、また聖なる善財が千の百の善友から教誠を求めている
からであり、また「善友は命のためでも捨てるべきではない」と説いたのが、
摂受に確実に頼らなければならないことである。「大きな必要性をもつ摂受で
は」と言うのならば、それは二種で、有上の善友と無上の善友である。最初は
二種である。聖教をともなうことと、成就をともなうことである。そのうち聖
教をともなうことは、不退転の教誠をともなうことである。成就をともなうこ
とは、円満な善友である。それは何かと言えば、四種の法をともなうことをな
し、少欲知足と、悲心による把握と、別解脱と菩薩の律儀をもつことと、円満
現時点で引用典拠の確認はできていない。
現時点で引用典拠の確認はできていない。
現時点で引用典拠の確認はできていない。
現時点で引用典拠の確認はできていない。
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なる智慧である。ある者は、「律などの十種の法と解説される」と言う。ある
者は、「多聞などの五種の法をもつことである」と言う。ある者は、「住処など
の五種の法をともなうことである」と言う。ある者は、「戒をともなって住す
るなどの七種の法をともなうべきである」と言う。ある者は、「破戒などの三
種の過失をともなわず、円満な善友」と主張する。そのうち聖教をともなうこ
とは、聖教を受けた善友と、成就をともなう善友である。そして聖教からは、
聖教を受ける者である。成就をともなうことは、聖教と成就の二つである。聖
教をともなうことと成就をともなうことのそれぞれによっても両者が成立する。
両者がそれぞれにより成立するものではない。それ故にここに偶頌は、
二つの手の最初の二つとその対治の区別は、時と矢の二種である。二種
の矢のそれぞれは仙人と功徳とで、他の時により欲を捨てないことが理解
されるから。説かれた二つの手の行為がまとめられ、それぞれ二種である。
と摂偶である。そのうち最高なので「成就」と言われる。そして善友に頼る特
徴を説いたのが、「吉祥が生じるものと」などと説かれている。最初のものに
依存する事物を説いたものが「依存する」などと言われる。行は、戒などが耳
根の境と知られていないことである。成就に関しては、「完全なる功徳」と説
かれている。「功徳」とは、聞などである。「完全なる」とは、不完全がないこ
とである。そのように成就をともなうことが、世間と出世間である。「諸時機
に功徳の集まりが生じてから一切の時機に把握される特殊性により最初に世間
の道に生起する」と言われる。「善根」は、布施から生じたものなどの智慧に
より完全に捉えられる特殊性である。「学処を精進する」とは、広げる特殊性
である。精進により罪過であるまだ生じていない不善法を起こさないことなど
である。「完全な意楽」は、心の三昧などである。止と観の特殊性である。「福
徳を集める」とは、信などの自在に依る特殊性による。菩提がどのようなのか
などを知る知恵で、それに相応するので、「感激をする」とは、信などの特殊
性により作られる。「悪趣に堕ちない」とは、忍の位に行く浬藥で、把握され
（120）
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るのが無自性を考察する特殊性である。「大乗」とは、空性をなそうとする意
図で、その特殊性が一切法を無我と信じることを退けないことである。出世間
の最初の時機に法界が遍満することを考察されるので、「それぞれの人の地」
で、三種のしがらみなどが尽きているので「完全に越えている｣。「学処」は、
律儀戒などである。「矛盾する」とは殺生などで、その罪過を行わないのでな
’“
さない。「声聞と独覚による確定」とは無我を考察する智慧で、残りの三昧の
力により「入らない｣。「道」は、苦を知る特徴などで、その反対の方向の身体
の清潔さに執着することが「誤り」である。「正しく守る」とは、自分の智慧
を起こすことによる。「法」は、縁起である。 「雨が降る」とは、智慧の力を起
こすことによる。それ故に聖者自身も、
1閲
この縁起は勝者の言葉の蔵の甚深なる愛による。
と説かれている。「仏法」は、念処などである。「存続させる」のならば、前の
ように自分の智慧を起こすことによる。「利益」とは、特徴がなく、精進をと
もなうものである。「広大」とは、特徴がないことである。特徴は狭いから。
｢仏の種姓」は前に解説したものである。また仏の種姓は特徴がないものと考
察される。「起こす」とは自然に成立し、本性から生じるので「母の如く」で
ある。「罪悪」は無知の異門であって、意味を妨げられたことなどが罪悪であ
る。無磯解は、異門と特徴を妨げることを除くので「守る」のである。無磯解
の上に起きるので「母の如く」である。「輪廻」とは、五蕊の自性である。苦
が相続されるから。 「河」とは流されることで、原因と結果の諸法である。「解
脱」は、所作を完全にする仏と同じであるから。それ故に第十地において「仏
性と述べられる」と言う。一切の相の最高を知るので、「一切智」である。世
俗を知るので、知恵である。「島」は、苦を完全に断じることである。「宝石」
104『経集」では、「学処に矛盾することをなさない」は、「それぞれの人の地を完全に
越えている」の項の前にある。P豆sadikal989,pp.101-102.
105現時点で引用典拠の確認はできていない。
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は、前に解説したものと似ているので喰例を述べたのが、「所作をなす」とあ
る者は言う。ある者は、「究極の功徳の嚥例である」と主張する。そのように
資糧地から究寛までにおいて究極の功徳が生じることが、摂受の力から生じる
と知るべきである。ここにまとめて説いた詳細は『聖入法界品』から知るべき
である。把握する利益の意味を解説したのは、軌範師アシユヴァゴーシャに
】鮪
よる『経荘厳』における解説を知るべきである。信解行から究寛の地まで功
1W
徳の法を完全に実践することは、聖アサンガの『菩薩地』から知るべきであ
る。初地から究寛の地までにおけるそれ自身の詳細は、「十地」から知るべき
である。
ここに言う。諸経に、仏が生じることは得難いなどと多く説かれており、一
つの経典でも嚥例により示せば、発心の利益などが多く生じてから、経典をい
くつかの数と説明することと発心の利益などを数を決めてまとめる意図は何な
のかを述べる必要があるのかと言えば、ある者は「方向を示している」と言い、
ある者は「経典は多と一とに解説がまとめられるので究極であり、発心の功徳
などは方向を示すだけである」と解説している。ある者は、「目的により意味
を多と一と解説しており、方向を示すことは、『など』の言葉をともなう何れ
かがどのようにして生じるのかを知ることと合わされる。経典に多く説かれて
いることを僅かに数えることが、人の目的を成立させる原因となるものである。
それ故に方向を量る主張には論理と聖教のいかなるものも存在しない。ここで
は書物が多くなる恐れにより広げず、顛倒の害が存在しないのもその如くであ
る。そのように示しても『どのように論理を知るべきかを師の相続から私は聞
く』と言われる」と言う。そのように利益をともなう摂受の供養を教えるのが
｢そのように作意の相続が中断しないので依存しなさい」と説かれている。「作
意」とは、功徳の門からである。どのように頼るのかと言えば、浄化の門から
106S麺麺J加極"Chin.T.No.201.前注85を参照。
107Bodhisα〃〃α"mi.Duttl978.
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「地のような心と」などと言う。「運ぶ」とは、誓願の意味である。「尊敬」と
は、続いて成立するものである。「厭倦がない」とは、悩まされないことであ
る。「分けられない」とは、魔と魔の種により加護された人に追随しないこと
である。「苦」は、平凡な人の行為により疲労することである。「揺れない」と
は、動くことができないことである。「何かを喜ぶ」とは、どのようにかして
喜ぶべきである。「怒らない」とは、尊敬のために自分が頼られることである。
どのようなのかと言えば、前に説いたように尊敬の心は、「自分が信を想うこ
1鯛
とを起こすべきである」などと説かれている。善友のみを尊敬することが
｢何故か」と言われる。「何故かと言うのならば」と考察し、「一切の功徳の根
1的
本なので」と利益を説いたのが、「善男子よ」などと言われる。「雪山」とは、
種々なる薬が集まる場所なので、それらが完全に広がるように、善友も一切の
功徳が生じる場所なので上に広げることが、「拡大する」と説かれている。大
海が水を摂受するように善友も功徳の器であると言うことが「器となる」と説
かれている。
皿0
8.34『宝聚経』
そのように得ていない功徳を得ることと得たものを損なわずに広げる特殊
性を説いてからその同じことを簡略にしたものが、「まとめれば」と説かれて
いる。得ることが穫得である。法は力などである。完成するとは、損なわれな
いことである。「口における行為である」とは、聖教からである。「生じた」と
は、成就をともなうことである。それが損なわれた功徳を復興する利益を説い
たのが、「カーシャパよ」と説かれている。「木の板」とは、船の切れ端の何で
も適当なものや人の死体などである。「川沿い」とは、川岸である。その職例
108RA:6dCg"aadpqγ泌榔sﾉiesbsんyedpαγb"'o//,SS:bdg""冗adpa'i秘郷sheS
bs"edpαγ6"α'o//と、「信(dadpa)」ではなく、「病（抑αd力α)」とある。
109SS:"""s脆"i",RA:""71gscα犯．
110R""αmSiS"Zm.Silkl994,p.696.
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自身と合わせたのが、「そのように」と言われる。「一切智の心」は、完全な悟
りを望むことを誓願する心である。脆い心は、損なう四法が時間を超えて、衆
生を消失し、菩提への誓願を捨てることである。「菩提」は結果であり、得ら
れるべきである。 「損なう」とは、原因を捨てているから。しかも摂受に依っ
てから復興することが、「何」と説かれている。「一切智の心を明らかに得る」
とは、信解行の行為である。「一切法の彼岸に行く」とは、十波羅蜜が十地を
越えてからである。「法界」は、一切法の空性である。 「至る」とは明らかにな
すことで、明らかな悟りである。それ自身をまとめたのが、「それ故に」と証
因を説くことで意味をまとめたものである。そのように有上の善友への依存が
利益をともなうことを説いている。
111
8.35『華積経』
無上の善友に頼る在り方を説いたのが、「無上」と説かれている。ここに摂
受の二種の特殊性を説くのは何故かと言うのならば、上で発心の二種の境を説
いたからである。境が存在してから受けることは、成就した善友によりなされ
ることとして説いた。境がないものから受けることを説いたのが、「無上の善
友」によることである。存在するものと存在しないものはどのようなのかと言
えば、もし大きな目的を損なうことになることが確実な行為は、無限のクロー
シャにも存在しないものである。不確実な行為は、百ヨージュナの対岸にも存
在するものである。「円満」とは何らかの事物によるのか、それとも想により
認められるのかと言うのならば、事物の力による。大乗は、事物により設定さ
れると認められるが、想によるのではない。それをどのように知るのかと言え
ば、聖教を相続してからである。もし想により成立するならば、何らかに対す
る想が設定されることと設定されないことから功徳と近い事物により設定され
111RJSpα極lad"""Tib.P.No.316,Ba92bl-4.
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るままに最高の想を大きくするものであり、事物の力により減することに適さ
ない。例えば内の完全なる成熟から外の成熟により誤って成立してから相応し
くない結果と解説されるから、そのように見ることなどの基盤は大乗にはない。
｢事物には罪過をともなうので、それに近くなくても中断するままになすであ
112
ろう」と乗をまとめたものに出ているから。また菩薩の律儀は事物の力のみ
から知るべきである。声聞のものは、「想による」とまとめてから説かれてい
る。また、
菩薩の善友は、円満ではないものをそれと思う。意に存在しないものを思
うことは何によるのかと言えば、事物により最後のものをそれと解説す
’13
る。
と聖教をまとめてから説かれている。
とても広がるので、今度は普通のものに入るべきである。「無上」と言われ
るものは功徳が究寛であるから。善の勝義から善の浬藥である。その原因を示
すので善友である。それは何かと言えば、「如来」と述べられる。「入る」とは、
身体の実現である。完全なる浬藥は、所依の実現である。供養は、財物と成就
とである。「給仕」とは、身体が現実になり、座を広げるなどである。「上にあ
るものとないもの」とは事物によるのか、想の力から設定されるのかと言うの
ならば、事物の力による。如来とは、「人の最高」と解説され、他のものたち
はそれに続く学処を説いているから、想によれば一切も無上なるものである。
例えば「師を完成した仏身と」などと説かれているから。存在しないものを存
在するものと見ることは誤った想ではないのかと言うのならば、そうではない。
身体と言葉と心の所作は異ならないから。完全なる仏の身体により調伏する者
に等しい福分の肉体と示すことで相と随好が不確定であるからであり、言葉に
よる調伏する者に法の解説をなすことが顕現するからであり、心の所作は想に
112Tib.""pabsaaspa.
113現時点で引用典拠の確認はできていない。
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より続いて説かれるものであり、異生の摂受もそれと異なるものである。それ
故になすべきものを見て、異なるものではない。衆生と仏は界が異ならないか
ら。
戯論により足りてから今度は無上の善友に依存する利益を説くために、「福
徳の無過の資糧を完成し」などと説かれている。「資粗」とは、結果に入るこ
とである。「無量」とは、想により推測しないことである。「尽きない」とは、
特別な境に依存するから。事物の力による。そして境に関して供養の利益を説
いたのが、「何れかにより如来を見る」などと述べられる。そこで明らかに広
げることに関して「芥子粒だけの舎利」と言われる。
114
8.36『大悲経」
想の力の利益は、「『大悲経』にも」などと説かれている。所依に関する利益
115
は、「もしましてや根の」などと説かれている。本質に関する利益は、「アー
ナンダよ」などと言われる。
116
8.37『海龍王所問経』
そのように一般的利益の在り方としてまとめて解説したものが、「龍王」など
と説かれている。結果の殊勝を成立させる利益を説いたものが、「仏と会って
成立する」などと説かれている。
117
8.38-9『菩薩蔵経」
境の特殊な利益を説いたものが、「『菩薩蔵』にも」などと説かれている。
境は所依のその本質なので、最初に所依の供養に関して「塔の掃除をなす」な
114Maha“畑72回s耐、、
115『経集』には、「根の(dba"gi)」に相応する句は見当たらない。
116S""m""趨ね""?℃chas"",Tib・P・No.820,Pul28b4-6,Chin.T.No.400,
p.502a23-25.Cf.S"aSa加脚cca",Bendalll970,p.309.
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どと説かれている。
118
8.40『称賛造如来像経』
所依となすことに関しては、「大地や石灰の道」などと説かれている。人の
特殊性から劣ったものに関しては、「もし五無間をなしても」などと説かれて
いる。
最高の人に関しては、「菩提心をともなう」などと言われる。劣った所依に
関しては、「在家」とは特殊な根拠として設定されることで最高の所依となっ
ているので、劣ったものと特殊性の利益も知るべきである。ある者は、「『十
不善をなす』と言うことは、劣った所依に関してであり、『在家』とは一つの
基盤として設定されるので、上のものを特に勝れたものと説いた方便なので、
劣った所依と特殊性がそれである」と言う。「その如くならば、無間も劣った
所依としてそのように設定されず、それ故にこれは正しくない」ともある者は
言う。
119
8.41-2『宝聚経』
1釦
8.43『次第出生経』
今度は拡大の特殊性で、精進に関する利益を説いたものが「最高の施住に供
養と」などと説かれている。
117BodhiS""qPi""s""q､8.38に関しては、S蝿互sα加解cca",Bendalll970,p.311を
参照。
118m#”卯如玩加6"a"""ms"a.Tib.P.No.986.ただし同経に引用文を確認するこ
とはできず、『経集』の漢訳では、経典名として取り上げず、 「造如来形像者」とす
る。
119Ra伽amSis源jm・Silkl994,pp.697-702.Cf.S蝿asα加群cca",Bendalll970,p､312.
ただし、本論には同経に対する注釈は見当たらない。
120Aれゆ"”asα加zJ"a"sWm､Cf.S婚asα疵zIcca",Bendalll970,p.313.
(127）
ラトナーカラシャーンティ「経集解説・宝明荘厳論』和訳(4)（望月海葱）
121
8.44『海意所間経』
供養の本質の特殊な利益を説いたものが「海慧よ」と説かれている。世俗に
おける福徳の成就を説くことで実体の本質より特に勝れているものが、「何れ
かの菩提への発心と」などと言われる。
122
8.45『慈氏大獅子呪経』
勝義において知恵の成就を説くので、実体と世俗より特別になったことを説
いたのが、「仏を想い、仏を見ることもなければ」などと説かれている。その
うち「仏を想い」とは、事物と見ることをもつ顛倒の想を所取と能取と見るこ
とである。「見ることもない」とは、色などに執着するからから。
誤って入るので妨げられているから。ある者は、私を色と見る。そのよ
うに私を声で知る。誤って捨てることに入るならば、その人は、私を見な
い◎
と説かれている如し。「何を説く」とは、「それにより喜ばないだろう」と言う
語である。ではどの如くかと言えば、「想の特徴は生起しない」と説かれてい
る。法身により把握される。どのように把握するのかと言えば、原因と結果と、
自らの性質として自と他と両者と無因に生は成立せず、有と無と両者は不生で、
一と多の性質を離れた特徴の念がなく作意がないことを修習することが、法身
を把握することで、「所縁がない」と言う語である。それ故に記憶がなく、作
意がないことが、「仏の随念は無上である」と解説される。等至の時機に努力
と精進なしに自分の法性に入るならば、心と心所を作意しない。色身の本質の
仏性も把握されなければ、それにより相と随好の特殊性がどこで把握されよう。
121Sa"m""秒α"rcchas"""Tib.P.No.819.Cf.SikFasα加榔cca",Bendalll970,
p.313.
122MM""笹α"as"""aas"a.Tib.P.No.760(23),Zi98b7-99b7.
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本質と原因と結果は生じないので、不生性である戯論においては辺際が尽きて
いることが「完全なる仏」と言われる。
不生の法は常に如来であり、一切諸法は如来と似ている。愚者が知者の
l飼
特徴を把握することは、世間に存在しない法を実践することである。
と説かれているので、事物を説く者たちは、存在しないものを存在すると誤っ
て増益しているが、論理により考察され、吟味されれば、どのようでも真実で
はない。「想がない」とは、増益を離れている。その如くなので、我々は存在
すると増益する迷乱と存在しないと損減する迷乱であり、それらを取除くため
124
に解説される。『宝筐経』に、
1濁
我々は、仏を見て、法を聞いて、僧を敬うことを求めない。
と説かれていても、法性は勝義において努力と精進を離れた性質を意図するの
で、この無想が「供養」と説かれている。
126
8.46『般若経』
勝義の供養は、財物と世俗よりも特に勝れていると説いたものが了義を成立
させることが、「『般若経』にも」智慧と説かれている。「舎利」とは、大きな
福徳を得る原因であるのならば、「何故に他から尊敬されるのか」と言う論難
が、「それは何故かと言うのならば」と言われる。ある者は、 「空性は一切の最
高をともなうので、それを尊敬することも成立するが、他の異門も空性を修習
することがなければ、事物と見ることで解脱することにもならないことを説い
たのが「それから生じるので」と言われる。
『経集解説』で聖典の認識根拠により合わせてから「成就は得難い話」を述
べた第八章。『経集解説』のうち精進波羅蜜を完成した。
123現時点で引用典拠の確認はできていない。
124Ra向"""<fasa"a.Tib.P.No.785.
125現時点で引用典拠の確認はできていない。
126周回/"pamm"s〃池
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